
 

 

                   

     
 

    

統
括
主
将
を
務
め
て
お
り
ま
す
森
島
孝
介
で
す
。

先
輩
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
平
素
よ
り
ご
指
導
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
関
学
杯
で

は
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂
い
た
こ
と
で
大
会
を
無

事
に
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
試
合
で
は
、

西
日
本
学
生
大
会
３
位
、
関
関
戦
勝
利
な
ど
の
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
日
本
学

生
に
男
子
で
は
四
名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
今

年
は
兵
庫
県
警
や
他
大
学
と
の
試
合
稽
古
を
実
施

し
、「
一
本
を
取
り
き
る
力
」
に
課
題
意
識
を
持
ち
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
関
西
学
生
優
勝
、

全
日
本
学
生
優
勝
を
実
現
す
る
た
め
に
夏
合
宿
を
ハ

月
八
日
か
ら
八
月
十
四
日
に
開
催
し
ま
す
。
多
く
の

先
輩
方
に
お
越
し
頂
き
、
出
来
る
限
り
多
く
の
事
を

吸
収
し
、
心
身
共
に
成
長
さ
せ
ら
れ
た
ら
幸
い
で
す
。

引
き
続
き
ご
指
導
ご
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

統
括
主
将 

森
島 

孝
介 

 

女
子
主
将
を
務
め
て
お
り
ま
す
、
繁
田
怜
花
で
す
。

い
つ
も
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
前
期
で
は
永
松
師
範
を
は
じ
め
、
國
川

会
長
、
両
監
督
な
ど
多
く
の
先
輩
方
に
稽
古
を
つ
け

て
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
稽
古
が
で
き
ま
し
た
。
春

合
宿
で
は
全
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
試
合
で
は
、
全
日
本
大
会
に3

人
の
選
手

が
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
自
身
ベ
ス
ト1

6

と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
西
日
本
大
会
で
は
ベ
ス
ト8

と
い
う
結
果
と
な
り
、
関
関
戦
で
は
勝
利
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
試
合
も
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
と
一
歩
で
敗
北
し
て
い
ま
す
。

各
大
会
で
見
つ
け
た
課
題
点
を
改
善
し
、
伸
ば
す
べ

き
点
は
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
、
精
進
し
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
全
関
西
団
体
優
勝
、
全
日
本
団

体
優
勝
を
目
標
に
、
日
々
練
習
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

第１２３号 

き
ま
し
た
。
試
合
で
は
、
全
日
本
大
会
に
３
人
の
選

手
が
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
自
身
ベ
ス
ト
１
６

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
西
日
本
大
会
で
は
ベ

ス
ト
８
と
い
う
結
果
と
な
り
、
関
関
戦
で
は
勝
利
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
試
合

も
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
と
一
歩
で
敗
北
し

て
い
ま
す
。
各
大
会
で
見
つ
け
た
課
題
点
を
改
善
し
、

伸
ば
す
べ
き
点
は
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
、
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
全
関
西
団
体
優

勝
、
全
日
本
団
体
優
勝
を
目
標
に
、
日
々
練
習
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

女
子
主
将 

繁
田 

怜
花 

 

統
括
主
務
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
赤
田
光
翼
と
申

し
ま
す
。
各
先
輩
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ

り
剣
道
部
の
活
動
に
対
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
体
制
が
始
ま
っ
て

か
ら
半
年
以
上
が
立
ち
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
、
部
の
現
状
に
向
き
合
い
活
動
し
て
き
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
目
標
で
あ
る
全
関
西
・
全
日
本
ま

で
の
期
間
は
残
り
少
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
目
標
が
達

成
で
き
る
の
か
と
い
う
危
機
感
も
覚
え
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
何
が
必
要

な
の
か
を
考
え
、
地
道
に
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
覚
悟
と
責
任
を
持
ち
、
部
員
全
員

の
気
持
ち
を
一
つ
し
、
互
い
に
切
磋
琢
し
あ
う
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
作
り
あ
げ
、
秋
の
大
願
成
就
を
目

指
し
て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
剣
道
部
の
更
な

る
発
展
に
向
け
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

指
し
て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
剣
道
部
の
更
な
る

発
展
に
向
け
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

統
括
主
務 

赤
田 

光
翼 

  

女
子
主
務
を
務
め
て
お
り
ま
す
、
増
田
穂
と
申
し
ま

す
。 

平
素
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
、
あ
た
た
か
い
ご

指
導
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
主

務
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
上
手
く
い
く
事
ば

か
り
で
は
な
く
挫
け
そ
う
に
な
る
こ
と
も
多
々
あ
る
半

年
間
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
事
を
経
験

し
、
自
身
の
成
長
を
感
じ
る
半
年
間
で
も
あ
り
ま
し

た
。
４
年
生
が
剣
道
部
活
動
で
き
る
の
も
残
り
わ
ず
か

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
先
輩
方
に
ご
指

導
、
ご
支
援
い
た
だ
け
る
恵
ま
れ
た
環
境
で
剣
道
が
で

き
る
こ
と
に
感
謝
し
、
主
務
と
し
て
部
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
精
一
杯
考
え
、
部
の
現
状
と
向
き
合
い
、

行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
部
員
一
丸
と
な

っ
て
全
関
西
優
勝
、
全
日
本
団
体
優
勝
に
向
か
っ
て

日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

女
子
主
務 

増
田 

穂 

    
◆
令
和
六
年
四
月
十
四
日 

 

第
５
０
回
兵
庫
県
学
生
剣
道
大
会 

【
男
子
団
体
】
優
勝 

 
 

 

Ａ
チ
ー
ム 

 
 

 
 

 
 

 
 

準
優
勝 

 
 

Ｂ
チ
ー
ム 

【
女
子
団
体
】
ベ
ス
ト
４ 

 

Ａ
チ
ー
ム 

 
 

 
 

 
 

 
 

ベ
ス
ト
８ 

 

Ｂ
チ
ー
ム 

 

【
男
子
個
人
】
ベ
ス
ト
８ 

 

横
尾
（
２
年
） 

 
 

 
 

 
 

３
回
戦
敗
退 

竹
内
（
４
年
） 

 
 

 
 

 
 

２
回
戦
敗
退 

篠
原
（
４
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
田
（
２
年
） 

 
 

 
 

 
 

１
回
戦
敗
退 

高
阪
（
３
年
） 

【
女
子
個
人
】
ベ
ス
ト
８ 

 

荒
木
（
４
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
原
（
２
年
） 

 
 

 
 

 
 

１
回
戦
敗
退 

前
田
（
４
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
田
（
２
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

柴
田
（
２
年
） 

 

尚
当
日
は
、
永
松
師
範
、
國
川
会
長
、
西
川
・
森

両
監
督
を
は
じ
め
、
米
田
・
辰
巳
・
前
田
・
小
林
・

下
野
諸
先
輩
方
よ
り
ご
声
援
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

昭和 4年卒 

松本敏夫先輩 

揮毫 
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主
将
・
主
務
挨
拶 

      

主
将
・
主
務
挨
拶 

戦
績
報
告 

◆
令
和
六
年
四
月
二
八
日 

 

第
７
２
回
関
西
学
生
剣
道
選
手
権
大
会 

 

第
５
４
回
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会 

 



 

 

                   

  
 

 
 

 

【
男
子
個
人
】
ベ
ス
ト
８ 

 

向
井
（
３
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ベ
ス
ト
３
２ 

岡
田
（
４
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

永
沼
（
４
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

多
田
（
３
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
回
戦
敗
退 

森
島
（
４
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
回
戦
敗
退 

大
町
（
４
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

阪
田
（
４
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
藤
（
４
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

江
本
（
３
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
菅 

（
２
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前
川
（
２
年
） 

【
女
子
個
人
】
ベ
ス
ト
８ 

 

石
田
（
２
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ベ
ス
ト
１
６ 

繁
田
（
４
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ベ
ス
ト
３
２ 

東
堂
（
３
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
回
戦
敗
退 

宇
賀
（
３
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東 

（
２
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
回
戦
敗
退 

和
田
（
４
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

川
原
（
２
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
回
戦
敗
退 

荒
木
（
４
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
田
（
３
年
） 

 
 

 
 

男
子
は
４
年
岡
田
、
永
沼
、
３
年
多
田
、
向

井
の
４
名
、
女
子
は
４
年
繁
田
、
３
年
東
堂
、

２
年
石
田
の
３
名
の
計
７
名
が
全
日
本
学

生
剣
道
選
手
権
大
会
の
出
場
を
決
め
ま
し

た
。 尚

当
日
は
、
吉
田
副
部
長
、
永
松
師
範
、

國
川
会
長
、
西
川
・
森
両
監
督
を
は
じ
め
、

井
上
・
米
田
（
信
）・
神
谷
・
米
田
（
義
）・

至
田
・
坂
本
・
溝
口
・
石
見
・
岡
村
・
保
呂
・

三
浦
・
登
尾
・
小
林
・
下
野
・
橋
爪
・
網
切
・

芝
田
・
廣
瀬
・
辻
田
・
大
西
・
坂
口
・
須
浪

諸
先
輩
方
よ
り
ご
声
援
賜
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

◆
令
和
六
年
二
五
、
二
六
日 

 
 

 
 

 

第
６
９
回
西
日
本
学
生
剣
道
大
会 

 
 

 
 

【
男
子
団
体
】
３
位 

 
 

 
 

 

１
回
戦 

 

４
❘
１ 

香
川
大 

 
 

 
 

 

２
回
戦 

 

３
❘
０ 

関
西
福
祉
大 

 
 

 
 

 

３
回
戦 

 

３
❘
０ 

福
井
工
大 

 
 

 
 

 

準
々
決
勝 

４
❘
２ 

別
府
大 

 
 

 
 

 

準
決
勝 

 

１
❘
３ 

近
畿
大 

 
 

 
 

【
女
子
団
体
】
ベ
ス
ト
８ 

 
 

 
 

  
１
回
戦 

 

２
❘
０ 

九
州
国
際
大 

 
 

 
 

 

２
回
戦 

 

４
❘
０ 

大
分
大 

 
 

 
 

 

３
回
戦 

 

０
❘
０
（
代
表
勝
ち
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
京
大 

 
 

 
 

 

準
々
決
勝 

０
❘
２ 

福
岡
大 

 
 

 
 

 

男
子
は
４
年
の
森
島
、
女
子
は
４
年

の
繁
田
が
優
秀
選
手
賞
を
授
賞
し
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 

尚
当
日
は
、
西
川
、
森
両
監
督
を
は
じ

め
、
溝
口
・
佐
取
・
古
田
・
向
江
脇
・
村

上
・
安
武
・
吉
井
・
渡
邊
先
輩
方
よ
り
ご

声
援
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
佐
取
・
古
田
・
中
瀬
先
輩
方

か
ら
男
女
選
手
に
差
し
入
れ
を
頂
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

◆
令
和
六
年
六
月
二
九
、
三
十
日 

 

第
５
８
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会 

 

第
７
２
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会 

【
女
子
個
人
】 

・
繁
田 

ベ
ス
ト
１
６ 

 

〈
１
回
戦
〉 

メ
❘ 

 
 

浜
田
（
鹿
体
大
） 

〈
２
回
戦
〉 

メ
❘ 

 
 

児
玉
（
東
北
学
院
大
） 

 

〈
３
回
戦
〉 

メ
❘ 

 
 

岡
部
（
高
知
大
） 

 

〈
４
回
戦
〉 

 

❘
メ 

 

岩
本
（
筑
波
大
） 

・
東
堂 

１
回
戦
敗
退 

 

〈
１
回
戦
〉 

 

❘
コ 

 

望
月
（
広
島
大
） 

・
石
田
ひ 

１
回
戦
敗
退 

〈
１
回
戦
〉 

 

❘
メ 

 

佐
藤
（
環
太
平
洋
大
） 

【
男
子
個
人
】 

・
岡
田 

１
回
戦
敗
退 

 

〈
１
回
戦
〉 

 

❘
メ 

 

馬
場
（
東
洋
大
） 

・
永
沼 

１
回
戦
敗
退 

 

〈
１
回
戦
〉 

 

❘
メ 

 

小
畔
（
中
央
大
） 

・
多
田 

１
回
戦
敗
退 

 

〈
１
回
戦
〉
メ 

❘
メ
メ 

横
山
（
早
大
） 

・
向
井 

１
回
戦
敗
退 

 

〈
１
回
戦
〉 

 

❘
ド 

 

岩
原
（
鹿
体
大
） 

 

第
７
１
回
全
日
本
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試
合 

【
男
子
西
軍
】 

・
中
堅 

向
井 

 

❘
ツ 

 

藤
島
（
日
体
大
） 

 

女
子
個
人
で
は
、
４
年
繁
田
が
ベ
ス
ト
１
６
ま
で

勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。
東
西
対
抗
試
合
で
は
、
３
年

向
井
が
西
軍
の
中
堅
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
結
果

は
西
軍
が
勝
利
し
ま
し
た
。 

 

尚
当
日
は
、
永
松
師
範
、
國
川
会
長
、
西
川
・
森

両
監
督
を
は
じ
め
、
大
芝
・
神
谷
・
水
本
・
溝
口
・

石
谷
・
登
尾
・
森
信
・
堀
・
繁
田
・
林
田
諸
先
輩
方

よ
り
ご
声
援
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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７名が全国へ！！ 

西日本 男子 62 年ぶりベスト４入賞！ 
◆
令
和
六
年
五
月
十
二
日 

第
３
９
回
兵
庫
県
剣
道
年
齢
別
男
子
選
手
権
大
会 

【
１
８
歳
以
上
２
５
歳
未
満
の
部
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
３
位 

江
本
（
３
年
） 

 



 

 

                   

     
 

 

令
和
六
年
六
月
二
十
二
日
に
西

宮
北
口
駅
の
ふ
じ
や
本
店
に
お
い

て
全
日
本
出
場
選
手
の
壮
行
会
・
小

林
綾
子
先
輩
の
剣
道
七
段
昇
段
祝

賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
生
は
全

日
本
出
場
者
と
男
子
主
将
、
男
女
主

務
が
出
席
し
、
関
西
の
雄
華
会
の
諸

先
輩
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
多
く

の
激
励
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
▼
小
林
先
輩
、
昇
段
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
が
七
段
の

先
輩
に
教
え
て
い
た
だ
け
る
環
境

が
あ
る
こ
と
に
と
て
も
あ
り
が
た

く
感
じ
ま
す
。
▼
ま
た
、
全
日
本
出

場
選
手
は
、
部
の
代
表
、
関
西
の
代

表
と
し
て
試
合
に
挑
む
意
気
込
み

を
話
し
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た

が
、
充
実
し
た
刺
激
に
な
る
壮
行
会

で
し
た
。
▼
壮
行
会
に
は
、
吉
田
副

部
長
、
永
松
師
範
、
西
川
・
森
両
監

督
、
國
川
会
長
を
は
じ
め
、
梶
・
亀

井
・
石
見
・
溝
口
・
島
田
・
岡
村
・

酒
井
・
岩
崎
・
小
紫
・
三
浦
・
秀
嶋
・

前
田
・
得
重
・
山
形
・
宮
部
・
雀
部
・

中
溝
・
橋
本
・
玉
田
・
河
合
・
下
野
・

大
道
・
稲
留
・
南
出
・
中
津
・
中
西

諸
先
輩
方
が
ご
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
野
村
・
小
野
・
中
川
・
坂
本
・

松
本
・
森
信
・
高
木
・
林
・
猿
渡
・

前
原
・
鴨
川
・
上
田
・
山
田
（
健
）・

多
田
諸
先
輩
方
よ
り
ご
寄
付
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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春
合
宿 

全日本個人壮行会、学生激励会 

令
和
六
年
六
月
二
十
九
日
に
立
川
ビ
ア
ホ
ー
ル

に
お
い
て
学
生
激
励
会
を
開
催
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
学
生
は
全
日
本
出
場
選
手
と
男
子
主
将
、
男

女
主
務
、
男
女
副
務
、
四
年
生
１
７
人
が
出
席
し
、

関
東
在
住
の
諸
先
輩
方
よ
り
、
多
く
の
激
励
の
お

言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
選
手
は
意
気
込
み
を
、
４

年
生
は
就
職
活
動
な
ど
を
報
告
す
る
の
は
緊
張
し

ま
し
た
が
、
先
輩
方
が
温
か
く
見
守
り
応
援
の
コ

メ
ン
ト
を
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、
一
人
一
人
の
想

い
を
伝
え
ら
れ
た
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
普
段
交
流

が
少
な
い
関
東
の
先
輩
方
と
当
時
の
剣
道
部
や
就

職
活
動
に
つ
い
て
の
お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
お
話
の
中

で
女
子
の
試
合
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
見
て
い
た
先
輩

方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
改
め
て
た
く
さ
ん
の
人

に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
会

の
最
後
に
は
、
全
員
で
円
陣
を
組
み
城
先
輩
の
指

揮
の
も
と
「
空
の
翼
」
と
応
援
歌
を
全
員
で
歌
い
ま

し
た
。
こ
の
会
を
通
し
て
、
改
め
て
関
学
剣
道
部
で

良
か
っ
た
と
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。
▼
激
励
会
に

は
、
永
松
師
範
、
西
川
・
森
両
監
督
を
は
じ
め
、
大

芝
・
神
谷
・
福
井
・
水
本
・
有
・
溝
口
・
竹
中
・
石

谷
・
今
井
・
橋
本
・
登
尾
・
原
戸
・
森
信
・
高
原
・

城
・
宮
田
・
杉
岩
・
藤
田
・
堀
・
安
達
・
中
島
・
副

島
・
谷
際
・
山
田
・
仲
山
諸
先
輩
方
が
ご
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
大
芝
・
神
谷
・
前
中
・
梶
・
吉
岡
・

下
里
・
坂
本
・
山
﨑
・
中
口
・
横
谷
・
田
代
・
前
田
・

松
野
・
山
本
・
数
納
・
美
馬
・
柳
本
・
小
沢
・
萩
原
・

本
竜
・
吉
田
・
大
山
・
新
名
・
小
山
・
秦
・
福
井
・

川
瀬
・
菅
・
吉
岡
・
芝
田
・
中
津
・
横
谷
・
畑
・
川

村
・
多
田
・
寺
本
・
関
西
壮
行
会
の
諸
先
輩
方
よ
り

ご
寄
付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

令
和
六
年
三
月
七
日
か
ら

十
三
日
に
か
け
て
、
サ
ン
ト

ピ
ア
岡
山
総
社
に
て
春
合
宿

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
規
制
緩
和

以
降
二
回
目
の
合
宿
で
あ

り
、
夏
合
宿
の
反
省
を
活
か

し
、
ど
の
学
年
も
そ
れ
ぞ
れ

与
え
ら
れ
た
役
割
を
最
後
ま

で
果
た
し
、
取
り
組
み
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
夕
食
後
に

は
毎
日
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
そ
の
日
の
反
省
を
し
、

O
B

の
方
々
か
ら
は
貴
重
な

お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
四
回
生
は
、
就
職
活
動
と

両
立
し
な
が
ら
の
参
加
で
あ

り
、
四
回
生
の
参
加
人
数
が

少
な
い
日
も
あ
り
ま
し
た

が
、
一
人
一
人
が
部
を
引
っ

張
る
意
識
を
持
ち
、
七
日
間

走
り
切
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

一
回
生
も
多
数
参
加
し
て
お

り
、
早
速
先
輩
部
員
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
姿

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
最

終
日
に
は
学
年
対
抗
試
合
が

行
わ
れ
、
新
三
回
生
が
優
勝

し
ま
し
た
。
八
月
八
日
か
ら

八
月
十
四
日
に
か
け
て
夏
合

宿
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
四
回

生
に
と
っ
て
は 

 

宿
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
４
回
生
に
と
っ
て
は

最
後
の
合
宿
で
あ
り
、
全
関
西
に
向
け
て
の

最
後
の
追
い
込
み
と
な
り
ま
す
。
悔
い
が
残

ら
な
い
よ
う
全
力
で
走
り
抜
け
ま
す
。
今
回

の
合
宿
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
、
吉
田
副

部
長
、
永
松
師
範
、
西
川
・
森
両
監
督
を
は

じ
め
、
井
上
・
神
谷
・
梶
・
𠮷
岡
・
石
見
・

五
島
・
長
曾
我
部
・
溝
口
・
小
野
・
仲
舛
・

島
田
・
鵜
沼
・
國
川
・
三
浦
・
登
尾
・
太
田
・

前
田
・
増
田
・
小
林
・
下
野
・
吉
田
・
網
切
・

中
条
・
泉
・
大
西
・
須
浪
・
本
山
諸
先
輩
方
、

遠
方
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
、
そ
し
て
稽
古

を
つ
け
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 



 

 

                   

  
 

 
                  

常
の
お
話
な
ど
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
現
役
生
に
と

っ
て
と
て
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
部
活
動
で
剣
道
を
し
て
い
る
と
き
に
は
見
ら

れ
な
い
一
人
一
人
の
個
性
が
出
て
お
り
、
学
年
内
で

分
か
れ
て
着
席
し
た
こ
と
で
私
た
ち
も
学
年
を
超

え
て
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
部
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
▼
今
回
Ｏ
Ｇ
会
の
た
め
に
寄
付
を
し
て

い
た
だ
い
た
先
輩
方
、
そ
し
て
お
越
し
い
た
だ
い
た

先
輩
方
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
大
会
で
関
西
学
院
大
学
剣
道
部
の
女
子
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
良
い
結
果
を
残
し
て
い
け
る
よ

う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指

導
・
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

   

Ｏ
Ｇ
会 

   

関
関
戦 

 
 

 
関
学
大
❘
関
大 

 
 

 

竹
内 

 
 

 

❘
メ 

 

山
田
○ 

 
 
 

石
田
光 

 
 

❘ 
 
 

白
藤 

 
 

○
東
堂 

 

メ 
❘ 

 
 

前
川 

 
 
 

石
田
す 

 
 

❘ 
 
 

森 

 
 
 

繁
田 

 
 
 

❘ 
 
 

宇
都
宮 

 
 
 

前
川 

 
 
 

❘
メ
ツ 

大
前
○ 

 
 

○
岩
井 

メ
メ 

❘ 
 
 

杉
浦 

 
 
 

渡
邊 

 
 
 

❘ 
 
 

中
村 

 
 

○
本
郷 

メ 
 

❘ 
 
 

長
谷
川 

 
 
 

井
関 

 
 
 

❘
メ
メ 

藤
井
○ 

 
 
 

横
尾 

 
 
 

❘ 
 
 

下
田 

 
 

○
菅 

 

メ
コ 

❘ 
 
 

河
合 

 
 

○
江
本 

メ
メ 

❘ 
 
 

秦 

 
 
 

多
田 

 
 
 

❘
メ 

 

内
村
○ 

 
 

○
向
井 

コ
コ 

❘
メ 

 

永
田 

 
 
 

内
藤 

 
 
 

❘ 
 
 

恩
賀 

 
 
 

永
沼 

コ 
 

❘
メ 

 

梅
田 

 
 
 

大
町 

 
 
 

❘
コ 

 

宝
田
○ 

 
 

○
岡
田 

メ 
 

❘ 
 
 

寺
前 

 
 
 

森
島 

メ 
 

❘
メ 

 

栗
原 

 
 

○
勝
数 

７ 
 

❘ 
 
 

５ 

 
 

○
本
数 

１
３ 

❘ 
 
 

１
０ 

 

令
和
六
年
六
月
十
五
日
、
関
西
大
学
に
て
総

合
関
関
戦
が
行
わ
れ
、
見
事
勝
利
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

尚
当
日
は
、
吉
田
副
部
長
、
永
松
師
範
、
國

川
会
長
、
西
川
監
督
を
は
じ
め
、
井
上
・
至
田
・

溝
口
・
前
田
・
中
西
・
南
出
先
輩
方
よ
り
ご
声

援
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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令
和
六
年
六
月
十
六
日
に
学
内
会
議
室
に
お

い
て
一
年
ぶ
り
の

O
G

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

吉
田
副
部
長
を
は
じ
め
、
坂
本
・
雀
部
・
太
田
・

池
上
・
小
林
・
諸
先
輩
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

就
職
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
貴
重
な
お
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
就
職

活
動
に
対
し
て
の
不
安
な
こ
と
や
悩
み
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
先
輩
方
が
親
身
に
な
っ
て
相
談

に
乗
っ
て
く
だ
さ
り
、「
自
分
が
良
い
と
思
っ
た

事
は
正
し
い
選
択
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
頑
張
ろ
う
と
前
を
向
く
原
動
力
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
食
事
ま
で
ご
用
意
し
て

く
だ
さ
り
、
美
味
し
く
い
た
だ
き
な
が
ら
み
ん

な
が
笑
顔
で
お
話
を
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で

し
た
。
剣
道
の
お
話
も
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
日 



 

 

                   

  
 

 
 

   

全
国
か
ら
男
子
２
０
名
、
女
子
８
名
、
計
２
８

名
が
剣
道
部
に
入
部
し
ま
し
た
。 

▼
新
入
生
は
次
の
通
り
で
す
。 

①
氏
名
②
学
部
③
出
身
校
④
意
気
込
み 

【
男
子
】 

▼
➀
井
立
康
貴
②
総
合
施
策
学
部
③
熊
本
県
立

鹿
本
高
校
④
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。 

 

▼
➀
井
上
康
生
②
法
学
部
③
広
島
県
立
広
島
皆

実
高
校
④
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。 

 

▼
①
岩
井
俊
治
②
建
築
学
部
③
関
西
学
院
高
等

部
④
頑
張
り
ま
す
。 

 

▼
①
太
田
和
志
②
文
学
部
③
和
歌
山
県
立
和
歌

山
東
高
校
④
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
入
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。 

 

▼
①
大
森
寛
将
②
法
学
部
③
三
重
高
校
④
素
振

り
頑
張
り
ま
す
。 

 

▼
➀
小
川
矩
史
②
生
命
環
境
学
部
③
兵
庫
県
立

赤
穂
高
校
④
三
田
で
す
が
、
稽
古
頑
張
り
ま

す
。 

 

▼
①
鹿
嶽
貴
弘
②
人
間
福
祉
学
部
③
関
西
学
院

高
等
部
④
自
分
の
ペ
ー
ス
で
頑
張
り
ま
す
。 

 

▼
①
関
章
仁
②
商
学
部
③
西
南
学
院
高
校
④
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
ま
す
。 

  

▼
①
辰
見
快
晴
②
文
学
部
③
早
稲
田
摂
陵

高
校
④
休
む
こ
と
な
く
頑
張
り
ま
す
。 

 

▼
①
谷
垣
龍
太
郎
②
生
命
環
境
学
部
③
磐

田
東
高
校
④
稽
古
頑
張
り
ま
す
。 

 

▼
➀
辻
岡
紘
輔
②
文
学
部
③
福
岡
県
立
嘉

穂
高
校
④
頑
張
り
ま
す
。 

 

▼
➀
戸
嶋
健
成
②
社
会
学
部
③
三
重
高
校

④
誰
よ
り
も
声
を
出
し
、
頑
張
り
ま
す
。 

 

▼
①
南
崎
遼
人
②
経
済
学
部
③
関
西
学
院

高
等
部
④
一
生
懸
命
稽
古
に
取
り
組
み

ま
す
。 

 

▼
①
濱
田
瑛
司
②
人
間
福
祉
学
部
③
関
西

学
院
高
等
部
④
安
全
第
一
で
頑
張
り
ま

す
。 

 

▼
①
姫
田
和
永
②
法
学
部
③
仁
川
学
院
高

校
④
頑
張
り
ま
す
。 

 

▼
①
平
井
初
樹
②
教
育
学
部
③
関
西
学
院

高
等
部
④
自
分
の
ペ
ー
ス
で
頑
張
り
ま

す
。 

 

▼
①
本
郷
慶
②
人
間
福
祉
学
部
③
関
西
学

院
高
等
部
④
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。 

 

▼
①
宮
野
優
真
②
社
会
学
部
③
関
西
学
院

高
等
部
④
個
人
は
任
せ
て
く
だ
さ
い
。 

【
女
子
】 

▼
①
喜
多
美
月
②
経
済
学
部
③
鈴
鹿

高
校
④
努
力
を
惜
し
ま
ず
頑
張
り

ま
す
。 

 

▼
①
木
村
友
香
②
法
学
部
③
関
西
学

院
高
等
部
④
何
事
に
も
一
生
懸
命

取
り
組
み
ま
す
。 

 

▼
①
竹
内
胡
都
②
文
学
部
③
三
重
高

校
④
一
日
一
日
を
大
事
に
し
て
文

武
両
道
で
頑
張
り
ま
す
。 

 

▼
➀
平
田
大
和
②
商
学
部
③
徳
島
県

立
富
岡
東
高
校
④
文
武
両
道
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
。 

 

▼
①
福
井
志
佳
②
文
学
部
③
関
西
学

院
高
等
部
④
向
上
心
を
忘
れ
ず
に

精
進
し
ま
す
。 

 

▼
①
南
陽
菜
②
教
育
学
部
③
兵
庫
県

立
明
石
高
校
④
何
事
に
も
前
向
き

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

 

▼
①
安
井
優
果
②
国
際
学
部
③
奈
良

大
学
附
属
高
校
④
文
武
両
道
で
頑

張
り
ま
す
。 

 

▼
➀
矢
次
楓
菜
②
法
学
部
③
福
岡
県

立
城
南
高
校
④
恵
ま
れ
た
環
境
に

感
謝
し
て
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
。 

 

▼
①
渡
邊
小
侍
朗 

 

②
人
間
福
祉
学 

 

部
③
済
美
高
校 

 

④
文
武
両
道
頑 

 

張
り
ま
す
。 

 

▼
➀
渡
邊
隼
之
介 

 

②
社
会
学
部
③ 

 

奈
良
県
立
高
田 

 

高
校
④
真
剣
に 

 

頑
張
り
ま
す
。 

新
入
生
紹
介 

雄華会報    第１２３号    令和６年７月    〈５〉 



 

 

                   

  
 

雄華会報    第１２３号    令和６年７月    〈６〉 

経
済
学
部 

４
年 

森
島 

孝
介 

 

私
は
剣
道
部
の
主
将
に
就
任
後
、
部
員
を
無
理
に
引
っ

張
ろ
う
と
し
て
空
回
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
副
主
将
か
ら
、「
部
員
は
主
将
の
言
動
で
は
な
く
行
動
を

見
て
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
貰
っ
た
こ
と
で
、
自
身
の
行
動

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
繋
が
り
、
そ
れ
が
チ
ー
ム
の
一
致

団
結
に
繋
が
り
ま
し
た
。
▼
「
も
う
四
年
生
か
。
」
と
私
た

ち
の
学
年
は
頻
繁
に
こ
の
言
葉
を
口
に
し
ま
す
。
私
た
ち

の
学
年
は
非
常
に
男
女
の
仲
も
良
く
、
剣
道
に
も
遊
び
に

も
全
力
の
自
慢
の
学
年
で
す
。
し
か
し
、
入
学
当
初
は
コ
ロ

ナ
に
よ
っ
て
半
年
間
部
活
動
が
停
止
、
同
期
と
初
め
て
顔

合
わ
せ
た
時
期
も
遅
か
っ
た
た
め
仲
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
か
不
安
で
し
た
。
で
す
が
、
そ
ん
な
不
安
は
物
と
も
せ

ず
仲
良
く
な
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
同
じ
時
を
共
有
し

絆
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
充
実
感
に
満
ち
た
四
年
間
と
刻

一
刻
と
過
ぎ
去
る
時
の
早
さ
を
漠
然
と
し
て
認
め
た
時
、

冒
頭
で
お
伝
え
し
た
言
葉
を
言
う
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。 

文
学
部 

４
年 

繁
田 

怜
花 

私
が
主
将
と
な
り
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
多
く
の
部

員
、
先
輩
方
と
関
わ
る
機
会
が
多
く
な
り
、
そ
の
方
の
人
生

観
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
で
す
。
お
話
を
伺
い
、
各
々

の
人
生
や
考
え
方
が
あ
り
全
く
同
じ
人
は
い
な
い
こ
と
を

知
り
、
人
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
噂
に
流

さ
れ
ず
に
実
際
に
会
っ
て
そ
の
「
人
」
を
自
分
で
認
識
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
▼
４
年
間
の
思
い
出
は

素
晴
ら
し
い
同
期
に
出
会
え
た
こ
と
で
す
。
同
期
に
は
お

互
い
が
お
互
い
を
認
め
、
尊
重
す
る
風
土
が
あ
り
、
非
常
に

仲
良
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
オ
フ
の
日
も
共
に
遊
び
、
人
生

で
最
も
大
切
な
友
人
が
２
４
人
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
関

学
に
来
て
よ
か
っ
た
。
と
思
え
る
「
人
」
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
、
感
謝
し
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
残
り
少

な
い
学
生
生
活
を
一
日
一
日
楽
し
ん
で
大
切
に
過
ご
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

社
会
学
部 

４
年 

大
町 

千
尋 

副
主
将
に
な
っ
て
か
ら
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
主

将
が
不
在
の
時
の
号
令
で
す
。
高
校
の
時
は
主
将
を
務
め
て
い

ま
し
た
が
、
や
は
り
３
年
ぶ
り
に
号
令
を
か
け
る
と
な
る
と
少

し
緊
張
し
ま
す
。
号
令
を
か
け
る
上
で
声
が
裏
返
ら
な
い
こ
と

は
大
切
で
す
が
、
緊
張
し
て
い
る
と
き
ほ
ど
裏
返
っ
て
し
ま
う

も
の
で
赤
面
し
な
が
ら
の
号
令
は
思
い
出
で
す
。
▼
四
年
間
の

思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
迷
い
ま
す
が
、
ひ
と
つ
挙
げ

る
と
す
れ
ば
合
宿
で
す
。
皆
で
の
共
同
生
活
は
日
を
重
ね
る
た

び
に
絆
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
そ
れ
に
合
宿

は
折
り
返
し
ま
で
は
長
く
「
ま
だ
三
日
目
？
合
宿
無
限
地
獄

か
？
」
と
思
う
ほ
ど
で
す
が
、
後
半
は
高
速
で
終
わ
り
が
近
づ

い
て
び
っ
く
り
し
ま
す
。
人
生
も
合
宿
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で

終
わ
り
が
来
る
の
は
一
瞬
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
と
今
を

全
力
で
生
き
る
の
が
大
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
学
で
剣
道
が

で
き
る
の
も
残
り
わ
ず
か
な
の
で
全
力
で
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

商
学
部 

４
年 

岡
田 

悠
輝 

私
が
副
主
将
に
な
っ
て
か
ら
の
思
い
出
と
し
て
は
、
春
合
宿

で
す
。
▼
秋
の
大
会
で
負
け
て
か
ら
、
夏
の
大
会
に
勝
つ
た
め

に
試
行
錯
誤
し
て
稽
古
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
就
職

活
動
を
し
な
が
ら
部
活
動
の
春
合
宿
で
剣
道
の
力
も
上
げ
る

と
い
う
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。
朝
か
ら
夕
方
ま
で
は
稽
古
、

夜
に
は
就
職
活
動
を
し
て
、
就
職
活
動
で
は
先
の
見
え
な
い
戦

い
に
疲
れ
、
合
宿
の
練
習
で
は
体
力
的
に
疲
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
れ
た
の
は
仲
間
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
副
主
将
と
い
う
立
場
柄
、
責
任
を
持
っ

て
部
活
動
に
も
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

れ
を
周
り
の
同
級
生
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
り
、
全
員

で
良
い
チ
ー
ム
を
作
ろ
う
と
動
い
て
く
れ
た
か
ら
乗
り
越
え

ら
れ
ま
し
た
。
▼
こ
の
チ
ー
ム
で
い
ら
れ
る
の
は
後
限
ら
れ
た

時
間
で
す
が
、
全
力
で
最
後
の
大
会
に
向
け
て
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！ 

 

社
会
学
部 

４
年 

和
田 

実
乃
里 

私
の
女
子
副
主
将
と
し
て
一
番
の
思
い
出
は
、
１
１

月
の
若
木
杯
で
す
。
最
高
学
年
が
抜
け
て
自
分
た
ち
の

代
に
な
っ
た
瞬
間
、
全
体
を
引
っ
張
っ
て
い
く
と
言
う

責
任
感
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
結
果
と
し
て
も
３
位

に
な
り
、
悔
し
さ
も
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
関
西
大
会
、
全
国
大
会
で
こ
の
悔
し
さ
を
糧

に
日
々
練
習
に
打
ち
込
ん
で
き
た
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
▼
４
年
間
の
思
い
出
は

毎
回
の
合
宿
で
す
。
約
１
週
間
一
緒
に
練
習
と
生
活
を

共
に
し
て
い
く
中
で
、
部
員
同
士
の
仲
が
一
気
に
深
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
毎
回
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
合
宿
を

行
う
に
あ
た
っ
て
、
技
術
や
精
神
力
を
高
め
る
こ
と
が

出
来
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り
団
結
力
が
ぐ

っ
と
上
が
っ
た
と
私
は
考
え
ま
す
。
今
年
の
夏
合
宿
が

ラ
ス
ト
に
な
り
ま
す
が
、
自
分
た
ち
４
回
生
が
主
体
と

な
り
「
実
り
」
の
あ
る
合
宿
に
し
て
い
き
ま
す
。 

 

以
上
５
名
の
紹
介
で
し
た
。
残
り
少
な
い
期
間
も
全

力
で
稽
古
に
励
み
、
悔
い
の
残
ら
ぬ
よ
う
精
進
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

・
期
間 

八
月
八
日
か
ら
十
四
日 

・
場
所 

氷
ノ
山
高
原
の
宿
氷
太
く
ん 

 
 

 
(

鳥
取
県
八
頭
郡
若
桜
町
舂
米
６
３
５
❘
１
３) 

全
関
、
全
日
に
向
け
て
の
最
後
の
追
い
込
み
期
間
と

な
り
ま
す
。
学
生
は
目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で
稽
古
に

取
り
組
み
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
よ
り
高
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
多
数
の
先
輩
方
の
ご
参
加
と
ご

指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

   

今
回
の
学
生
コ
ラ
ム
で
は
、
私

た
ち
の
学
生
生
活
最
後
の
夏
に
向

け
て
、
こ
れ
ま
で
剣
道
部
を
先
頭

に
立
っ
て
引
っ
張
っ
て
き
て
く
れ

た
、
主
将
の
森
島
と
繁
田
、
そ
し

て
、
副
主
将
の
大
町
・
岡
田
・
和
田

み
を
紹
介
し
ま
す
！
内
容
は
、
主

将
・
副
主
将
に
就
い
て
か
ら
の
思

い
や
剣
道
部
の
思
い
出
に
つ
い
て

で
す
。 

 

学
生
コ
ラ
ム 

  

夏
合
宿
の
ご
案
内 



 

 

                   

  
 

   

男
子
渉
外
の
竹
内
亮
輔
と
申
し
ま
す
。
今
回
で
私

が
会
報
誌
の
作
成
に
携
わ
る
の
も
最
後
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
４
回
生
と
な
り
、
剣
道
部
と
し
て
の

活
動
が
徐
々
に
終
わ
り
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
全

関
、
全
日
優
勝
と
い
う
、
掲
げ
た
大
き
な
目
標
を
達

成
で
き
る
よ
う
、
部
員
一
同
全
力
で
稽
古
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
８
月

に
は
合
宿
も
控
え
て
お
り
ま
す
。
チ
ー
ム
関
学
で
一

丸
と
な
り
、
厳
し
い
稽
古
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。O

B

、O
G

の
先
輩
方
の
ご
参
加
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

男
子
渉
外 

竹
内 

亮
輔 

 

女
子
渉
外
の
前
田
颯
来
と
申
し
ま
す
。
雄
華
会
報

の
作
成
に
携
わ
る
の
は
今
月
号
で
最
後
に
な
り
ま

す
が
、
渉
外
と
し
て
会
報
誌
の
作
成
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
と
て
も
光
栄
に
思
い
ま
す
。
▼
４
年
生
に
な

り
、
引
退
や
卒
業
が
近
づ
い
て
き
て
い
る
と
改
め
て

実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
残
り
一
年
も
な
い

で
す
が
最
後
は
笑
顔
で
終
わ
れ
る
よ
う
４
年
生
一

同
、
剣
道
部
全
体
で
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
、
熱
い
夏

も
乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
夏
合
宿
で

は
怪
我
な
く
一
度
も
抜
け
な
い
こ
と
を
目
標
に
稽

古
に
励
み
ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
先
輩
方
が
残
し
て

く
だ
さ
っ
た
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら

に
上
を
目
指
し
て
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

女
子
渉
外 
前
田 

颯
来 

 

三
年
男
子
渉
外
の
小
林
蓮
で
す
。
現
在
は
、
選
手
と
し
て
兵

庫
県
内
の
大
会
だ
け
で
な
く
関
西
、
全
国
と
更
に
大
き
な
舞

台
で
活
躍
で
き
る
よ
う
稽
古
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
８

月
に
は
１
か
月
間
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
留
学
す
る
な
ど
、
剣

道
以
外
に
も
様
々
な
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
そ
し
て
、
次
号
か
ら
は
本
格
的
に
雄
華

会
報
の
作
成
に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
輩

方
と
現
役
部
員
を
繋
ぐ
役
割
と
し
て
、
責
任
を
持
っ
て
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
年
男
子
渉
外 

小
林 

蓮 

 

三
年
渉
外
の
正
面
夏
希
で
す
。
大
学
生
活
も
折
り
返
し
に

差
し
掛
か
り
、
学
業
や
日
々
の
稽
古
に
加
え
、
就
職
活
動
も
始

ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
自
身
の
描
く
将
来
像
と
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
、
企
業
分
析
を
行
い
、
数
社
の
サ
マ
ー
イ
ン
タ
ー
ン

に
応
募
し
ま
し
た
。
就
職
活
動
早
期
化
の
波
に
乗
り
遅
れ
な

い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
稽
古
で
は
、
毎
月
一
つ
目
標
を
定
め

達
成
に
励
ん
で
い
ま
す
。
七
月
は
テ
ス
ト
期
間
の
た
め
部
活

動
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
八
月
に
控
え
る
夏
合
宿
に
向
け
て
自

主
練
習
を
行
い
、
合
宿
中
は
試
合
出
場
を
目
標
に
精
進
し
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
年
女
子
渉
外 

正
面 

夏
希 

 

   ◆
昇
段 

七
段
合
格 

Ｈ
１
０
卒 

小
林 

綾
子 

先
輩 

（
旧
姓
：
数
納
）（
Ｒ
６
年
五
月
） 

Ｈ
２
１
卒 

山
村 

武
尊 

先
輩 

（
Ｒ
６
年
５
月
） 

六
段
合
格 

Ｈ
０
２
卒 

橋
本 

信
之 

先
輩 

（
Ｒ
６
年
５
月
） 

Ｈ
１
９
卒 

鴨
谷 

俊
亮 

先
輩 

（
Ｒ
６
年
４
月
） 

Ｈ
２
２
卒 

細
見 

和
裕 

先
輩 

（
Ｒ
６
年
４
月
） 

Ｈ
２
４
卒 

瀧
井 

勇
太 

先
輩 

（
Ｒ
６
年
４
月
） 

Ｈ
２
６
卒 

相
生 

和
希 

先
輩 

（
Ｒ
６
年
４
月
） 

五
段
合
格 

Ｈ
１
８
卒 
新
名 

佳
祐 

先
輩 

（
旧
姓
：
山
内
）（
Ｒ
６
年
２
月
） 

◆
訃
報 

Ｓ
５
２
卒 

岩
井 

浩
一 

先
輩 

（
Ｒ
６
年
２
月
２
５
日
逝
去
） 

◆
第
７
２
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝
大
会 

 

令
和
六
年
四
月
二
九
日
に
エ
デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー

ナ
に
て
行
わ
れ
た
都
道
府
県
大
会
に
、
三
年
向
井
が

三
重
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
一
回
戦
は
京

都
代
表
と
対
戦
し
ま
し
た
。
向
井
は
次
鋒
で
橋
本

（
同
志
社
）
と
対
戦
し
、
二
本
勝
ち
を
し
ま
し
た
が
、

チ
ー
ム
は
敗
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
向
井
は
九
月
二
八

日
に
佐
賀
県
で
行
わ
れ
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

も
出
場
し
ま
す
。 

    

   

八
月
八
日
～
十
四
日 

夏
合
宿 

 
場
所
：
氷
ノ
山
高
原
の
宿
氷
太
く
ん 

八
月
二
五
日 

第
７
１
回
兵
庫
県
剣
道
優
勝
大

会 

 
 

 
 

 
 

 

場
所
：
高
砂
市
総
合
体
育
館 

九
月
八
日 

 

関
西
学
生
剣
道
優
勝
大
会 

 
 

 
 

 
 

関
西
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会 

 
 

 
 

 
 

場
所
：
エ
デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ 

十
月
十
四
日 

全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会 

場
所
：A

su
e

ア
リ
ー
ナ
大
阪 

十
月
二
十
日 

兵
庫
学
生
大
会
新
人
戦 

場
所
：
神
戸
常
盤
ア
リ
ー
ナ 

十
一
月
十
日 

全
日
本
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大

会 
 

場
所
：
春
日
井
市
総
合
体
育

館 

十
一
月
十
七
日 

若
木
杯
争
奪
関
西
学
生
剣
道

大
会 

 

場
所
：
お
お
き
に
ア
リ
ー
ナ

舞
洲 

十
二
月
一
日 

全
日
本
基
督
教
関
係
大
学
剣
道

大
会 

 
 

場
所
：
立
教
大
学 

十
二
月
十
四
・
十
五
日 

 

全
日
本
学
生
剣
道
オ
ー
プ
ン
大
会 

場
所
：
カ
メ
イ
ア
リ
ー
ナ 

（
仙
台
市
体
育
館
） 

二
月
未
定 

関
西
学
院
大
学
体
育
会
剣
道
部
主

催
高
校
剣
道
大
会 

場
所
：
関
学 

    

ご
報
告 

今
後
の
予
定 

編
集
後
記 
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